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「
池
田
文
書
」
の
薬
に
つ
い
て

遠
藤　

正
治

池
田
玄
仲
と
謙
斎
の
池
田
家
二
代
は
、
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
開
設
以

来
、
西
洋
医
学
所
か
ら
東
京
医
学
校
、
東
京
大
学
医
学
部
、
あ
る
い
は

侍
医
局
や
陸
軍
々
医
部
の
要
職
に
就
き
、
い
わ
ば
日
本
の
医
学
界
の
中

枢
に
あ
っ
て
医
療
や
医
学
教
育
に
活
躍
し
た
。
従
っ
て
、
池
田
文
書
に

は
医
療
や
医
学
教
育
に
関
わ
る
記
事
が
少
な
く
な
い
。

と
り
わ
け
池
田
文
書
の
書
簡
類
に
は
、
天
皇
・
皇
族
を
は
じ
め
華

族
、
政
・
財
界
の
主
要
な
人
物
を
ふ
く
む
患
者
に
関
す
る
容
体
や
処
方

を
伝
え
る
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
玄
仲
・
謙
斎
お
よ
び

交
流
の
あ
っ
た
医
家
た
ち
の
公
私
に
わ
た
る
医
療
の
実
態
を
伝
え
る
貴

重
な
史
料
と
言
え
よ
う
。

幕
末
か
ら
明
治
中
期
、
十
九
世
紀
後
半
は
欧
米
で
は
ま
さ
に
近
代
医

学
の
成
立
期
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は
蘭
方
か
ら
ド
イ
ツ
流
医
学
へ
の
転

換
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
転
換
期
に
、
日
常
の
医
療
は
如
何
に
な
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
池
田
文
書
の
な
か
に
こ
の
時
代
の
医
療
の
実
態

や
医
学
思
想
の
転
換
の
様
相
を
読
み
と
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
玄
仲
と
謙
斎
宛
て
の
書
簡
に
記
載
さ
れ
る
薬
品
の
分
析

を
糸
口
に
、
こ
れ
ら
の
疑
問
の
解
明
を
試
み
る
。

一
、
薬
品
名
の
記
さ
れ
た
書
簡
の
概
況

『
東
大
医
学
部
初
代
綜
理
池
田
謙
斎　

池
田
文
書
の
研
究
』（
上
・

下
）
に
収
載
さ
れ
た
書
簡
一
二
三
三
通
お
よ
び
未
収
載
の
書
簡

一
一
〇
九
通
を
調
査
し
た
。
薬
品
名
を
記
し
た
書
簡
は
一
七
四
通
あ

り
、
う
ち
、
発
信
時
期
の
ほ
ぼ
推
定
で
き
た
も
の
は
九
四
通
、
年
代
不

明
の
も
の
は
八
〇
通
で
あ
る
。
前
者
の
年
代
分
布
は
、
安
政
五
年
頃
か

ら
明
治
三
十
年
頃
ま
で
で
、
謙
斎
の
ド
イ
ツ
留
学
期
（
明
治
三
〜
九
年
）

の
空
白
を
経
て
明
治
十
年
代
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
謙
斎
が
医
局
長
を
辞
め

た
明
治
三
十
二
年
頃
に
は
零
と
な
っ
て
い
る
。

発
信
者
の
内
訳
で
は
、
種
痘
所
関
係
の
医
家
と
侍
医
局
関
係
の
も
の

が
七
八
通
（
四
五
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
関
連
し
た
病
用

が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

二
、
書
簡
に
記
載
さ
れ
た
薬

玄
仲
・
謙
斎
宛
て
書
簡
一
七
四
通
に
記
載
さ
れ
る
薬
品
名
は
、
延
べ

五
〇
〇
品
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
を
薬
剤
別
に
分
類
し
、
引
用
度
数
順
に
見

る
と
、

キ
ナ
・
キ
ニ
ー
ネ
六
六
、
ア
ヘ
ン
類
三
〇
、
サ
ル
チ
ル
酸
二
二
、
ヨ

ウ
素
剤
一
九
、
単
シ
ロ
ッ
プ
一
六
、
鉄
剤
一
五
、
臭
化
カ
リ
ウ
ム

一
四
、
塩
酸
類
一
四
、
重
炭
酸
ソ
ー
ダ
一
三
、
ヂ
ギ
タ
リ
ス
一
二
、
吐

根
一
一
、
水
銀
剤
一
一
、
大
黄
一
〇
等
々
で
あ
る
。

キ
ナ
・
キ
ニ
ー
ネ　

キ
ナ
類
は
、
蘭
方
時
代
「
百
薬
の
首
長
」（
窊

篤
児
薬
性
論
）
と
い
わ
れ
、
解
熱
の
ほ
か
保
固
・
強
壮
・
収
斂
・
防

腐
・
鼓
神
・
活
脈
の
効
力
が
あ
る
と
も
さ
れ
て
お
り
、
多
様
な
処
方
が

行
わ
れ
て
い
た
。

例
会
抄
録



日本医史学雑誌　第 53巻 3号（2007）457

キ
ニ
ー
ネ
類
の
処
方
を
み
る
と
、
概
ね
体
温
三
八
〜
四
〇
度
の
熱
性

疾
患
の
解
熱
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
キ
ナ
生
薬
が
解
熱
剤
以
外

に
汎
用
さ
れ
て
い
た
の
と
は
著
し
い
対
照
を
な
す
。
熱
性
疾
患
の
原
因

と
し
て
は
、
間
歇
熱
（
マ
ラ
リ
ア
）
の
記
載
は
な
く
、
胸
膜
炎
・
肺

炎
・
腸
チ
フ
ス
・
感
冒
・
リ
ウ
マ
チ
・
肺
気
腫
・
膀
胱
炎
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
呼
吸
器
系
の
疾
患
の
ほ
か
、
チ
フ
ス
、
急
性
リ
ウ
マ
チ

な
ど
に
解
熱
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

キ
ナ
・
キ
ニ
ー
ネ
の
服
用
は
多
く
は
嫌
わ
れ
て
い
た
。「
兎
角
キ

ニ
ー
子
丸
服
用
後
ハ
嘔
気
増
加
、
御
迷
惑
」
山
川
幸
喜
、「
キ
ニ
ー
ネ

服
用
ノ
為
メ
大
ニ
食
欲
を
損
し
、
且
ツ
頭
重
」
石
井
信
義
、「
規
尼
丸

服
用
後
三
時
間
も
へ
た
て
ゝ
粥
を
食
し
候
処
、
又
々
嘔
気
催
し
食
物
を

吐
し
申
候
」
細
川
潤
次
郎
、「
久
宮
今
朝
丸
薬
キ
ニ
ー
子
差
上
候
処
、

御
吐
乳
」
香
川
敬
三
、「
昨
朝
多
量
之
キ
ニ
ー
ネ
服
用
候
へ
と
も
、
眩

暈
・
頭
痛
を
甚
敷
起
し
候
而
已
」
井
上
毅
な
ど
、
胃
カ
タ
ル
に
よ
る
嘔

気
・
嘔
吐
の
ほ
か
頭
痛
な
ど
の
副
作
用
の
問
題
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た

事
が
わ
か
る
。

ア
ヘ
ン
・
モ
ル
ヒ
ネ　

ア
ヘ
ン
剤
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、「
人
生
必
須

ノ
薬
物
」（
扶
氏
薬
剤
学
）
と
さ
れ
、
そ
の
麻
酔
効
果
か
ら
鎮
静
・
鎮

痛
・
鎮
咳
・
鎮
痙
・
収
斂
・
催
眠
剤
な
ど
と
し
て
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て

き
た
。
池
田
文
書
で
は
、
引
用
例
一
三
の
う
ち
一
〇
例
は
下
痢
症
状
に

対
す
る
も
の
で
、
お
も
に
ア
ヘ
ン
丁
幾
の
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
、
そ
の

収
斂
・
催
眠
作
用
を
期
待
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

モ
ル
ヒ
ネ
の
引
用
例
一
一
で
は
、
鎮
咳
作
用
を
期
待
し
た
と
思
わ
れ

る
例
が
五
例
あ
り
、
神
経
性
胃
痙
攣
・
嘔
気
な
ど
に
対
す
る
鎮
痛
・
鎮

痙
剤
と
し
て
の
利
用
も
五
例
見
ら
れ
る
。

サ
ル
チ
ル
酸　

蘭
方
時
代
に
は
サ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ル
バ
の
樹
皮
が
水

楊
皮
と
し
て
解
熱
・
防
腐
・
収
斂
剤
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
池
田
文
書
に
は
水
楊
皮
の
利
用
に
つ
い
て
の
引
用
は
見
え
な
い
。

サ
ル
チ
ル
酸
の
利
用
が
明
治
十
年
年
代
頃
に
は
じ
ま
り
、
急
速
に
広

ま
っ
て
い
た
。

サ
ル
チ
ル
酸
の
利
用
一
四
例
そ
の
内
訳
は
、
胸
膜
炎
や
感
冒
に
対
す

る
解
熱
剤
と
し
て
が
六
例
、
リ
ウ
マ
チ
に
対
し
て
が
五
例
、
神
経
性
頭

痛
の
鎮
痛
剤
と
し
て
が
一
例
で
あ
る
。

サ
ル
チ
ル
酸
は
今
日
内
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
サ
ル
チ
ル
酸
・

サ
ル
チ
ル
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
も
に
内
用
さ
れ
て
い
た
。「
最
初
サ
ル

チ
ー
ル
酸
ソ
ー
タ
を
四
十
Ｇ
投
シ
候
処
、
悪
心
之
気
味
ニ
て
服
用
致
兼

候
間
、
サ
ル
チ
ー
ル
酸
を
丸
ト
シ
相
用
」
竹
内
正
信
。

サ
ル
チ
ル
酸
類
の
解
熱
剤
と
し
て
の
利
用
は
、
キ
ニ
ー
ネ
類
が
効
か

な
い
症
状
に
対
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
た
（
隈
川
宗
悦
書
簡
）。

サ
ル
チ
ル
酸
類
も
一
般
に
服
用
は
嫌
わ
れ
て
い
た
。「
解
熱
剤
之
瞑

眩
歟
之
様
子
ニ
有
之
、
サ
ル
チ
ー
サ
ン
ハ
病
人
何
分
ニ
も
嘔
気
強
く
服

シ
兼
候
」
井
上
毅
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
サ
ル
チ
ル
酸
の
誘
導
体
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
の
使
用

も
始
ま
っ
て
い
る
。

三
、
旧
薬
の
退
潮

蘭
方
時
代
に
重
用
さ
れ
た
蘭
方
薬
の
多
く
が
、
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
カ
ミ
ル
レ
五
、
桂
皮
四
、
サ
ッ
サ
フ
ラ
ス
四
、
ア
ロ

エ
四
、
セ
ン
ナ
二
、
サ
ー
レ
ッ
プ
二
、
サ
フ
ラ
ン
一
、
接
骨
木
一
、
海
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葱
一
，
杜
松
一
な
ど
で
あ
る
。
漢
方
薬
に
つ
い
て
も
池
田
文
書
に
は
ほ

と
ん
ど
見
え
な
い
。

四
、
訳
名
の
系
統

幾
那
・
規
尼
涅
・
莫
児
菲
涅
・
撒
里
矢
尓
酸
な
ど
池
田
文
書
に
登
場

す
る
訳
名
の
由
来
を
宇
田
川
家
訳
述
書
（『
遠
西
医
方
名
物
考
』『
新
訂

増
補
和
蘭
薬
鏡
』『
舎
密
開
宗
』
な
ど
）、
シ
ー
ボ
ル
ト
『
薬
品
応
手

録
』、
林
洞
海
『
窊
篤
児
薬
性
論
』
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
宇
田
川
家

訳
述
書
お
よ
び
『
窊
篤
児
薬
性
論
』
の
系
統
の
訳
名
が
顕
著
で
あ
る
一

方
、
シ
ー
ボ
ル
ト
用
薬
の
訳
名
の
影
響
は
強
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
平
成
十
九
年
五
月
例
会
）

A
kim

itsu N
aruyam

a 

編

D
r. Ik

k
aku O

chi C
ollection

本
書
は
、
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
経
営
者A

kim
itsu N

aruyam
a 

氏
が

入
手
し
た
、
一
九
〇
〇
年
前
後
日
本
の
症
例
写
真
集
で
あ
る
。
本
書
に

収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
桐
箱
に
三
六
五
枚
一
括
保
存
さ
れ
て
い
た
写

真
の
内
の
約
一
四
〇
枚
で
、
シ
ャ
ム
双
生
児
な
ど
の
先
天
性
障
害
や
感
染

症
に
よ
っ
て
身
体
の
変
形
が
極
度
に
進
行
し
た
も
の
が
多
い
。
写
真
を
挟

ん
で
巻
頭
と
巻
末
に
は
、A

nna Von Senger

氏
、A

kim
itsu  N

aruyam
a 

氏
、Sum

io Ishida

氏
に
よ
る
、
資
料
の
来
歴
や
歴
史
的
価
値
に
つ
い

て
の
解
説
が
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
二
カ
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
写
真
の
も
と
も
と
の
所
蔵
者
は
広
島
の
医
師O

chi 

Ikkaku

で
あ
る
。
彼
は
一
八
七
五
年
に“U

edonom
ura in Sankengun”

（
広
島
県
山や
ま
が
た県
郡
上
殿
村
）
で
生
ま
れ
、
一
八
九
五
年
に“m

edical fac-

ulty of the U
niversity of K

yoto in O
kayam

a”

（
当
時
岡
山
に
あ
っ

た
第
三
高
等
学
校
医
学
部
。
一
八
九
三
年
に
第
三
高
等
中
学
校
医
学
部

か
ら
改
組
さ
れ
た
）
を
卒
業
し
た
（（　

）
内
は
い
ず
れ
も
鈴
木
注
）。

三
六
五
枚
の
写
真
の
内
、
一
五
〇
枚
に
は
裏
面
に
通
し
番
号
と
写
真

館
名
、
病
名
が
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
撮
影
者
は
一
八
六
八
年
生
ま

れ
のO

ta Tsutom
u

、
岡
山
に
て
写
真
館“O

ta R
akusui-ken”

を
経

営
し
て
い
た
人
物
と
さ
れ
る
。
症
例
写
真
の
内
三
件
に
つ
い
て
は
、


